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社会科学→防災研究に対する取り組み姿勢
”Action Research”
There is no more practical than a good theory

Theory
理論

Practice
実践

効果的な災害対応の実現のために、過去の知見と新しい技術を現
地の対応支援に生かすことのできる仕組みを構築する

現場での活動を通して、
新しい問題を発見し、その解決法を研究する

Intervention
Implementation

Sharing

Research
Conceptualization
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Research
基礎研究→応用研究

Development
社会技術の開発

Demonstration
実証

Diffusion
普及

得られた科学的知見

社会実装：
研究成果を社会問題解決のために応用、展開すること

社会的課題の解決

見直しの
機会

成
果
を
社
会
に
届
け
る

「JST RISTEX研究開発成果実装支援プログラム」の考え方から整理
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基礎研究→応用研究

Development
社会技術の開発

Demonstration
実証

Diffusion
普及

得られた科学的知見

防災関連調査研究の枠組み：
社会課題からBackCasting手法（逆引き）を用いて整理

社会的課題の解決
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「JST RISTEX研究開発成果実装支援プログラム」の考え方から整理



整理の枠組み①社会的課題の整理枠組み
• 防災基本計画のデータベース化→地域防災計画との連携
• 「実現すべき事項」の可視化→調査研究との関連性の整理

防災基本計画の在り方に関する検討会 資料



業務目的 業務内容 まとまり仕事 誰が
1災害への
対応体制
を構築す
る

1-1 支社災害対策本
部を立ち上げる

1 -1 -1支社本部設置を宣言する
指揮調整（総括責任者）

1 -1 -2支社本部への参集状況を確認する 資源管理（総務班）

1 -1 -3グループ会社に、支社本部への配置を要請する 連絡調整（総括班）

1 -1 -4支社本部の設置場所（建物）を確保する 資源管理（総務班）

1-2 活動環境を確保す
る

1 -2 -1支社本部要員の食料、水などを確保する 資源管理（総務班）

1 -2 -2支社本部要員の排泄環境を確保する 資源管理（総務班）

1 -2 -3支社本部要員の宿泊環境を確保する(応援者含む) 資源管理（総務班）

1 -2 -4支社本部要員の救護所を確保する
資源管理（総務班）

1-3 人的資源を確保す
る

1 -3 -1支社本部要員の人員配置を決定する 指揮調整（総括責任者）

1 -3 -2支社本部との連絡要員を事務所本部に派遣する 指揮調整（総括責任者）

1 -3 -3支社本部との連絡要員を防災協定を締結している自治体に派
遣する 指揮調整（総括責任者）

1-4 物的資源を確保す
る

1 -4 -1本部運営に必要な通信手段を確保する 資源管理（復旧班）

1 -4 -2本部運営に必要な連絡車輛の運用を管理する 資源管理（総務班）

1 -4 -3支社本部運営に必要な物的資源（OA機器・事務用機器等）を
確保する 資源管理（総務班）

1-5 必要に応じて体制
を変更する

1 -5 -1非常体制から緊急体制へ移行する
指揮調整（総括責任者）

1 -5 -2緊急体制から警戒体制へ移行する
指揮調整（副総括責任者）

危機対応に係わるマニュアル

防災計画／危機対応マニュアル等の整理実績

防災基本計画のデータベース化するための整理手法
やるべきことを階層的に整理して「誰が何をするか」
を簡潔に記述
→ WBS（Work Breakdown Structure）手法



→WBS（Work Breakdown Structure）手法を
用いた整理事例

「地方都市手における地震対応のガイドライ
ン（平成25年8月）



→
WBS（Work Breakdown Structure）手法を用
いた整理事例

「避難所運営ガイドライン（平成28年4月）



整理の枠組み②基礎研究・応用研究・社会技術開発として
の整理枠組み

実証データを
収集する

データベース
化する

災害の

メカニズムを
明らかにする

災害を
予測する

防災力を
向上させる

災害の低減

データ

標準化・共有化
されたデータ

予測した
災害像

理論・モデル
（9）

観測
（1）

調査
（2）

アーカイブ
（4） 数値シミュレーション

（8）

NODE: A0 TITLE: 災害を低減する NUMBER: 1

対策（11） 管理（12）
抑止（13） 緊急対応（14）
修復（15） 事後対応（16）
ロジスティクス（17）
災害体験の教訓化（18）

防災教育（19）

実験
（3）

物理現象の
危険度評価（10）

物理現象（6）

社会現象
（7）

物理現象（6）

社会現象（7）

データベース（5）

注：（ ）内の数字は、中タイトル
を表しています

A5

A4

A3

A2

A1

‐社会現象の
危険度評価
‐被害想定

‐危険度評価の
可視化

‐災害対応シミュレーション



防災研究枠組みの整理（平成13年）

ボトムアップによる整理
① 防災に関する研究開発計画（平成5年12月）内閣総理大臣 基本計画

② 分野別推進戦略（平成13年9月）「社会基盤分野」総合科学技術庁 推進

③ ライフサイエンス、情報科学技術、地球環境科学技術、ナノテクノロジー・材
料及び防災分野における当面の研究開発に関する考え方について（平成13
年8月）「防災分野の研究開発」科学技術・学術審議会研究計画・評価分科
会 当面の研究

④ 中央防災会議「今後の地震対策のあり方に関する専門調査会」資料・議事
概要（平成13年9月）内閣府 地震

DEF0 （Integration Definition for Process Modelling ）手法を使って構造化
（ビジネスとそのプロセスをモデル化する手法）



NODE: A5 TITLE: 防災力を向上させる NUMBER: 2

A51

被害を抑止
する

A52

被害を軽減
する

予測した災害像

標準化・共有化された
データ

理論・モデル
（9）

災害体験の
教訓化（18）

防災教育
（19）

対策（11）

抑止
（13）

緊急対応
（14）

修復
（15）

事後対応
（16）

ロジスティクス
（17）

管理
（12）

災害の低減

災害対応
シミュレーション



整理枠組み②の自動化に係る研究
災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画
4．研究を推進するための体制の整備（4）研究者，技術者，防災業務・防災対応に携わる人材の育成,  

（5）社会との共通理解の醸成と災害教育 に該当）

4-1) 災害事例をふまえた地震・火山噴火の研究支援実現・研究成果発信
「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画」における138研究課題について形態素解析など
の自然言語学的・社会科学的手法によって研究課題を構造化し、研究内容の意味ネットワークの解明す
ることによって、研究者同士の研究支援の可能性や、研究成果の効果的な発信を検討している（新潟大
学[課題番号：2702])。

図 研究内容の意味ネットワークの解明を目指したデジタル支援ツールによるモデル化の評価結果（左）と、
日本地震学会論文キーワードをもとにした支援ツールの検証（右）



内陸地震の長期評
価をする

←ものが壊れる系

活断層調査のデー
タ（地震本部）

⇒リンク：②

⇒リンク：③

内陸の構造を解明
する

⇒リンク：⑪

⇒リンク：海溝型地
震サイクルも研究

⇒リンク：⑭

⇒リンク：⑬

内陸の裁荷過程の
解明

2401 南アフリカ金鉱山の地

震発生場における応力・強
度・ひずみ変化の現位置計測

1203 地殻応答による断層へ

の応力裁荷過程の解明と予
測

5008 高分解能地殻応力場の
解明と造構造場の研究

現象

⇒リンク：④

⇒リンク：⑤

⇒リンク：①

⇒リンク：⑧

地震活動のデータを利
用して地震の予測を行う

地震動予測をする

内陸地震の短期予
知をする

地震先行現象を解
明する

内陸地震の地理モ
デルを作る

内陸地震の発生メ
カニズムを解明する

内陸地震の場所・
規模を解明する

内陸地震サイクル

内陸地震の発生周
期を解明する

内陸地震サイクル
を解明する

岩石の変形・破壊
メカニズムを解明

する

流体の分布

温度

岩石の種類

断層構造

応力

地殻変動 ＧＰＳの観測データ

地震波速度構造を
解明する

3001 地殻活動の観測予測技
術開発に関する研究

1504 内陸地震発生の理解と
予測に向けて

1907 横ずれ型の観測予測技
術開発に関する研究

1702 地表地震断層および活断層の

地表形状・変位量データにもとづく直下型大
地震の規模・頻度予測手法の高度化 －Ｌｉ
ＤＡＲ 等の高解像度ＤＥＭを用いた検討

1206 地震活動の時空間パ

ターンと断層および地震サイ
クルとの関係

5005 地震時変位量に基づく

連動型古地震像復元手法の
研究

1906 注水実験による内陸地

震の震源断層の詳細な構造
と回復過程の研究

2201 地震・火山相互作用下

の内陸地震・火山噴火発生場
解明およびモデル化の研究

1905 日本列島変動の基本場

解明：地殻とマントルにおける
物性、温度、応力、流動─変形

8001 内陸の地殻活動の発
生・準備過程の解明

1101 地殻流体と地震活動の

関係および過去地震の災害
誘因の解明

1401 地殻流体の連続化学観

測にもとづいた地殻の状態評
価システムの開発

歴史記録

強度回復

⇒リンク：⑥

内陸地震

⇒リンク⑩



整理の枠組み③地理空間情報を用いた整理
オンラインマップサービスを活用した「マッシュアップ」

ツールサービス
on Esriクラウド

（explorer.esri.com）

カタログサービス
on Esriクラウド

（www.arcgis.com）

マップサービス
on Amazonクラウド

（www.amazon.com）

①問い合わせ ②ツール取得③マップ取得

ArcGIS Explorer Online
ArcGIS Server 
on Amazon EC2

④マッシュアップ

世界に分散する
マップサービス

• ブラウザ（Webアプリケーション）
• デスクトップアプリケーション
• サーバ
• モバイルアプリケーション
• スマートフォン
• メディアタブレット

登録 登録

ESRI社によるクラウド型マップサービスの概念図に加筆

運用ルールの標準化
情報様式の標準化
情報活用の理解



2015.2.24 第3回成果発表会

Urban Resilience. 2012 – Special Project on Reducing Vulnerability for Urban Mega Earthquake Disasters.
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研究者の知見を
集約

過去の実態を
集約

過去の実態を
ふりかえる

自身の状況を
知る

東日本大震災
EMTの成果

あなたの街の
首都直下地震

EMT成果の
マッシュアップ

GeoPortal Online サービスを活用した研究成果の活用促進

http://mexturp.maps.arcgis.com/home/



2013.03.11

Urban Resilience. 2012 – Special Project on Reducing Vulnerability for Urban Mega Earthquake Disasters.

防災リテラシー向上のしかけの必要性

兵庫県立大学 木村玲欧

整理の枠組みを理解して、活用を促進する



その他

• 科学的知見における「ガイドライン」の位置づけ

• コンサルティング業界との連携
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